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策ユ表中部ア〃フス巡検行程

行程
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地

ルフス
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代

地質年代学巡検旅行

柴田賢

1969年夏スイスで第4回国際地質年代学会議が開か

れた折“中部アルプスの地質年代"というテｰマの野

外巡検が行たわれた.地質年代学巡検という言葉は日

本語ではこれまでに聞いたことがたく国内で地質年代

を主目的とする野外巡検が行たわれたこともたいと一思､う

が地質年代に関する国際会議では参加者に共通の話

題を作るという意味で地質年代学巡検は重要た行事と

みたされている.今回の巡検は8月23目から28目まで

5泊6目におよぶ大規模なものでスイスアルプスの地

質年代学研究を主目的としてはいたが地質一般につい

ての解説はもちろんアルプスの自然風俗歴吏だと

第1目チュｰリッヒｰダボス

第2目ダボスｰツェルネツｰエンガデ

ィン谷一マロヤｰキァヘンナ

(イタリア)

第3目キァベンナｰシュプリュｰゲン

峠一アンデHルｰサンベルナル

デイノｰベリンツォｰナｰロカ

ノレノ

第4目ロカルノｰブリオｰネｰバベノ

(イタリア)

第5目バベノｰドモトソラｰシンプロ

ン峠

第6目シンプロン峠一フリｰタｰグリ

ムゼル峠一チュｰリッヒ

見学個所

第三紀モラッセ

ヘノレベチア･アルプス

束アルプス･ナップ

束アルプス･ナップ

ペニン･ナップ

ベルゲル貫入岩

ペニン･ナップ

レポンティン地区(ペニン

ナップ)南アルプス

南アルプス(バベノ花筒岩

イブレァ帯)ペニン･ナップ

ペニン･ナップ

ウルセレン帯

アｰル山塊

の解説が時おりまじえられまことに印象的な巡検であ

った.

参加者は約50名でこの中にはアメリカのDAM0N,

D0E,FA1鵬ム1酬,GILETTIカナダのWANLEssソ連の

A趾Nムss'Y酬オｰストラリアのMcDoUGAI･Lフィンラ

ンドのKoUT0だと著名た地質年代学者がおり他にも

ソ連のKoRzHINsKEYラTU眺RIN0vアメリカのGILLULY
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第1図中部アルプスの地質構造図と巡検行路(太線)�
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第2図ワｰレンゼｰ湖北岸(クｰルフィルステン層)のヘルベチアアルプス地質断面図(He1b1in91938)

という大御所の顔もみられた.案内者はベノレン大学の緑の木々の間に小ぎれい肢家々がみえかくれし家の軒

J五柵R教授EG鯛R,HUNzIKERとチュｰリッヒ工科大学にはまっ赤な花がかざられていかにもスイスらしい風

のG前NEN肥m珊教授G趾UERT,KδPP肌でアル景である.

フス地質年代学研究の権威者ばかりである.巡検の行

程を第1表第1図に示したが中部アルプスの地質構

造区をもうらし又観光地をいくつも通るこのルｰトは

おそらく世界の最も代表的た地質巡検コｰスの一つと思

われ.数多くの地質学者が壮大た自然の営みに感嘆しだ

から歩いた所であろう.出発に先だってチュｰリッヒ

工科大学で巡検の登録をした際まずおどろいたのが厚

さ5cmもある説明書と地質図観光案内書の一はい

入ったブリｰフケｰスであった.特に説明書は中部ア

ルプス全般についての地質地質年代の総括と40点に

およぶ見学地点のくわしい地質説明と年代測定結果の解

説が多数の図表と共に含まれておりきわめて貴重た

文献である.この説明書は重荷ではあったが巡検中常

に手もとにおいておきアルプス地質年代の理解に役立

った.現在読み返してみてこれがいかに労作である

か改めて感心させられる.たお以下にのべる見学地点

の地質年代の解説は各論的なものであるのでアルプ

スの地質構造の概要については前号の｢アノレプスの地

質年代①｣を参照されたい.

第1目チュｰリッヒｰダボス

ｰ行は2台のバスに分乗してチュｰリッヒを出発長

いチュｰリッヒ湖のほとりの高速道路を東に向かう.

この付近はスイス平野と呼ばれる地域でモラッセと呼

ばれる第三紀層から汰り平野部と比較的低い丘が続く.

チュｰリッヒ湖カミ終わるあたりからいよいよアルプス

がその姿を間近かに現わし始めたがあいにくとお天気

が次第に悪くたってきた.最初の見学地はワｰレンゼ

ｰ湖にてヘルベチア･アノレプスのナップ構造を眺めるこ

とである.ヘルベチア･アルプスは高石灰アルプスと

も呼ばれ石灰岩に富んだ中生層からたり変成作用は殆

んど受けていないがいちじるしく榴曲しナップ構造

を多数をもつ地質構造区である.ここでは湖をへだて

てはいたがみごとに摺曲した地層はそのまま地質断

面図が書けそう放程露出がよくまたその複雑な構造に

アルプス造山作用のスケｰノレの大きさをうかカミうことが

できて一同最初から感激の面持ちであった(第2図).

ここらあたりから道路もせまくたりいよいよアノレプ

スの谷間へ入る.左手の山肢みの向こうはオｰストリ

アでヨｰロッパの小国リヒテンシュタインもずく近

くにひっそりと静まりかえっているはずだ.上るにつ

れて雨が降り出し視界が悪くたってきた.それでも広

いみごとたU字形の谷の斜面には民家が点々とばらまか

れそれらが段々と天に登って行く感じでやがて雲の

中にかくれてしまう様子が望まれ雨のアノレプスもまたお

もむきがあった.雨の中を東アルプス･ナップ中のシ

ノレブレック正片麻岩の露頭を見て第1目を終了ダボス

の宿に着く.

写真⑪アルプスの自然を紹介した小冊子

写真②チュｰリッヒ湖とスイス･アルプスの山々�
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策2表スイスにおけるペニン･ナップおよびオｰストリア･ナップの対比(Cadisch1953)

西スイス

束スイス

ホラルベルグ

チロノ㌧

プレアルプス

ミドルビュンデン

ツイルペン?

'エッツタｰル

インタｰル

シルブレッタ

レビタｰル

アルゴイ

スカｰル

下部エンガディン･ドロマイト

ウムブレル

ノ｣一音1三オｰストリア･ナップ

シメン

ブレチェノ

グリッヘノ

アロｰザ･ドロマイト

オルトレル'

､カンポ

ランガルト

中部オｰストリア･ナップ

=ノルツフルｰ

ファルタニス

二1｢

エンガデfン

/上部

･下部オｰストリア･ナップ

'デン･ブランシュ�セラ����

w�一アン･�ブランシュ�モンマリ�シャムザｰ…マルニヤ�｣､,上部

モンエミリウス�1�1�スレッタ��

中部�����

'Vベルンハルト�タンボ����

ミシャベル�����

]Vモンテロｰザ�マギア,サンブコ�アズラ���

'皿モンテレオｰネ�1�カンポ,テンシア弧�ソヤ�'ペニン･ナップ�

ヨ�����

1]Iレベンドン�一����

■�'�シマノ���

シンプロン'�����

Iアンチコリオ�■����

■�ノレコマニヨ�下部���

ベランピオ片麻岩�テシナ片麻岩����

ベルザスカ片麻岩�(レベンチナ)����

一�����

一�デシン����

第2目ダボスｰエンガディン谷一マロヤｰキァヘンナ

(イタリア)

目をさまし窓の外を見ておどろいた.大粒の雪が降

っていて一面の銀世界である.8月下旬にアノレプスで

雪に会うとは.しかしここは1500皿をこす高所で

8月に雪が降っても決して珍しいことではたいそうだ.

ダボスはスイス東部グラウビュンデン州の観光地保養

地として有名で四季を通じて観光客でにぎわうという

カミさすがに今朝は突然の雪のために街はひっそり静ま

りかえっている.フノレエラ峠に向かう頃には雪はま

すますひどくたり道路わきでも!0c皿程積り雪をか

きわけての露頭観察となった.

この付近に露出するシノレブレック･ナップ(第3図･

第2表)中のフノレエラ花商質片麻岩はみごとた眼球片麻

岩でRb-Sr全岩法で427㎜.y.というカレドニア時

代の年代を示す(第4図)､またジノレコンのU-Th-

Pb年代はdiscordantではあるがやはり400～437

my.の事件をよく物語っている(第5図).これら?

写真③ダボス〈1560m)スイス東部の観光･保養地

写真④雪の中で露頭観察ベルニｰナ近くの東アル

プス･ナップ中の花開岩(山口勝氏撮影)�
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尊実はこの片麻岩の原岩の生成年代がカレドニア時代で

あること示すものである.片麻岩の雲母のRb-Sr

年代は約300m.y.でヘルシニア時代に変成作用を受けた

ことを示している.

雪のフルエラ峠(2,383m)を越えてエンガディンの

谷に内かつて一気に下る.エンガディンはドナウ川の

支流イン川にそう長く開けた谷間で南はベルニナ山群

北をシルブレッタアルブラ山群等に囲まれ南西のマ

回ヤから北東はオｰストリア国境に至りほぼ100km

におよぶ.この地方は寒冷乾燥気候で日射時間が

長いために保養地として特に有名でまたこの地方の人

はロマンシュ語と呼ばれる独特の言葉をはたす.ロマ

ンシュ語というのはラテン語とイタリア語の混合したよ

うなものでスイス東部グラウビュンデン州に限られ

スイス全人口のわずか1%の人達が使用しているにすぎ

たい.しかし残念なカミらこのロマンシュ語を聞く機会

はなかった.ウインタｰスポｰツの中心地として世界

的に有名なサンモリッツもこのエンガディン谷にあるが

季節はずれのせいかひっそりしている感じだ.ここら

あたりからいよいよアノレプス造山運動の中心舞台ペニン

･ナップの地域に入る.マロヤ村では非常に片理の発

達したフェンシャイト眼球片麻岩を屍る(写真5).

フェンシャイトは白雲禄の変種で白雲母に比べてアノレ

ミナが少なくシリカの多いものをいうがアルプスには

比較的多い.特にここの岩石は白雲母緑泥石が全く

なくフェンシャイトだけという事である.また片状構

造がきわめていちじるしく一見片岩にみえるが実は

これも正片麻岩だと闘いておどろく.フェンシャイト

のRb-Sr年代は73皿.y.でアルプス変成作用の初

期を示すものであろうと推定されている.

マロヤ村はアルプスの画家セガンチｰ二の住んでいた
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第3図エンガディン地窓付近の上部オｰストリアアルプス･

ナップの地質構造図(W㎝k)

所だ､セガンチｰ二はイタリア生まれの画家でアルプ

スに魅せられてこのエンガディィ谷に移り数多くの傑

作を残した.たしかにこの付近のアノレプス風景はまこ

とに牧歌的で彼ならずともその美しさにはうたれる.

マロヤ村を過ぎると間も肢くマロヤ峠(1,815甲)だカミ

残念ながら雪とガスのため絶景といわれるここからの眺

めを楽しむことができずわずかに雲間からのぞいた谷

の一部でそのすばらしさを想像する以外なかった.バ
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第6図ペルゲル箆入岩類の246
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スはここからヘアピンカｰブの続く急た坂道を一気に下

ってイタリアとの国境へつく.イタリアの係官がバス

の中に入って来て“パッサポノレト!"といいたがら各人

のパスポｰトを調べ簡単に終わった.イタリアでは夏

時間のため時計を一時間進めたければならず貴重な時

間をロスした感じがする.イタリア領に入っても別に

今までと変わった風景になる訳でなく花できれいにか

ざられたせまい町だみをバスは軒すれすれにかすめたが

ら通りすぎてやがて今日の宿泊地キァベンナに着いた.

夜はイタリア産のぶどう酒を味わいながら雪のアルプ

スの話に花が咲<.ホテノレで同室になったのがアメリ

カ東部のブラウン大学のGILETTI教授だった.同氏に

ついては以前から名前はよく知っていたので部屋でお互

いに自己紹介をしてびっくりした､彼は実はイタリア

系のアメリカ人だそうで父はこの付近の出身とあって

彼自身も何となく故郷に帰ったような気カミすると語って

いた.

第3目キァベンナｰシュプリュｰゲン峠■サンベル

ナルディノｰロカルノ

今朝はみごとに晴れ上って雪をいただいた山だみカミ

朝目にかカ峠いていた.最初の見学地はベノレゲル貫入

岩類の一つノバテ花開岩の石切場だ.石工達が槌音

をのどかにひびかせてみかげ石を整形している姿はわが

国のどこの石切場でも見られる風景だ.お天気カミよい

せいもあってあたりには南ヨｰロッパ的なふん囲気カミ

ただよっている.

ノバテ花闇岩はベルゲノレ貫入岩類の中でも最も新しい

もので黒雲母のRb-Sr年代は18皿･y･である.し

かしノバテ花闇岩の中には片麻状構造を持つ部分があ

る.第6図はベノレゲル貫入岩類の黒雲母のRb-Sr年

代分布を示したもので東から酉に向かって28m.y.か

ら18mly.と若くだる傾向がある.一また周囲の岩石も同

じような年代を持っていることからこれらの年代は貫

入の年代ではなくて冷却年代であろうと推定されている.

G前NEN亙ELDERとSTERNはベノレゲル貫入岩類のジルコ

ンのPb一α年代として25,30m.y･という値を報告し

ておりまたベルゲル岩体の花開岩礫カミイタリアポｰ平

野の下部～中部漸新世の地層中に発見されたという報告

もあり(Cita1958)貫入の時期は漸新世の始まり頃(約

37･n.y.)ではないかと推定されている.しかしいずれ

にせよベノレゲル貫入岩類はアルプス変成作用後の第三紀

花商岩類であることは確かである.

このあと再び北に向かいシュプリュｰゲン峠

(2,113皿)に通ずる急次坂道をバスはあえぎ恋がら登る･

イタリア人の道路作りは昔から有名だったようでアノレ

プスの峠を越す道路はロｰマ帝国の時代から開かれたも

写真⑤フェンシャイト眼球片麻岩ペニン帯マルニヤ･ナッ

プ中の片状のいちむるしい岩石マロヤ村(山口勝氏撮影)

写真⑥ロフナ片麻岩ペニン帯スレヅタ･ナップ中の片状フ

ェンシャイト片麻差で長石のホｰフィロブラストが見

られるアンデｰル付近(山口勝氏撮影)�
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のカミ多い.このシュプリュｰゲン峠道もその一つである.

峠付近は昨日の雪で一面の銀世界だがあいにくと曇っ

ていて眺めはあまりよくない.峠の国境でちょっとト

ラフルカミあった.一行のうち東欧諸国の人達はイタリ

ア領へ入るのにビザが必要で出入国の検査は他の自由

諸国の人と比べてきびしいがたまたま居合わせたイタ

リア側の係官が事情をよく知ら肢かったためか出国の手

続きに大変手間どりおまけにわれわれ日本人までビザ

は不要というのにバスから降ろされて取調べ室まで行か

ねばならぬことになってしまった.結局目本人はフリ

ｰパスという事が電話で確認されてほっとしたが一時

間以上もかかり露頭一つとばすことになってしまった

のは残念だった.これに比べてスイス側ではパスポ

ｰトの検査もたく税関の取調べもなくさすが観光国

スイスだたと妙な所で両国を比較することなった.

峠を下りアンデｰル付近のスレッタ1ナップ(ペニン

帯)先端部のロフナ片麻岩を見学する(写真6).

この岩石の原岩は浅所に貫入した花崩斑岩と推定

ユ､O

一

广

工

��㈰ね��

�

,S綱/

�

Sr舶/

一

�

���ね��

一

巛�

一

�

第7図

スレッタ･ナップ

のロフナ片麻岩の

Rb-Sτ全若年代

(H･n･㎝等)

O･7020406080

Rb駅ノSr8店

されそのRb-Sr年代は全岩と鉱物の組合せから80

～110m.y.と14～32m.y｡および多分200m.y.の事件

を示している(第7図).従って変成作用による再結晶

の主要時期は恐らく110n1.y.頃と考えられる.ジル

コンのU-Pb年代は約310肌y.でこれは花開斑岩の

写真⑦アルプス産の藍晶石柱状に割れ目の入っている部分

その名のとおり藍色のみごと恋結晶である(正井技官撮影)

写真⑨ベルザスカ五片麻岩(白い部分)と準片麻岩

(黒っぽい部分)との接触部(ベノレザスカ谷)

写真⑧ロカルノ帝街しゅろがしげり南国的租おもむきのこい南

スイスの観光地

写真⑩写真⑨の接触部のクロｰズアップいちじるしく禰曲している�
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貫入の年代と推定される.

山間の小ぎれいた小村シュプリュｰゲンで小休止のの

ちサンベルナルディノ峠に向かう.この峠は東スイス

と南スイス･北fタリアを締ぶ交通の要所でユ967年に

6.6㎞ユの道路トンネルが完成して以来観光道路として

脚光をあびている所だ.トンネルを抜けメソッコ近く

でアヅラ･ナップの片麻岩を見学いよいよ南ヨｰロッ

バのおもむきの濃いティチノ州に入る.カズチオｰネ

ではシマノ･ナップ中の特徴的な石灰質岩石を見る.

ここでは厚さ800㎜におよぶ中生代堆積物が中生代末に

閃緑岩の貫入を受けさらにペグマタイトの貫入により石

灰質岩石を生じ全体力ミァルフス変成作用を受けて新し

い変成鉱物カミ生成したもので珍しい鉱物の採取地とた

っている.スカポライトザクロ石藍晶石紅柱石

珪線石斜長石(An分95%)等の鉱物カミ採取出来一

行は目を皿にして鉱物探しに夢中になった.特に藍晶

石の非常に欠きた結晶を発見した時はその沈んだ青色の

美しさに思わず息をのんだ.普軍薄片でしか見られた

いこの鉱物の.本来の姿はまさしくその名前のとおρす

ばらしいものであった'(写真7).

第4目ロカルノｰブリオｰネｰバベノ(イタリア)

ロカルノは南スイスマジョレ湖畔の小さなかわいら

しい観光地だ.街全体が南ヨｰ,ロッパ特有の因るさに

つつまれシュロの木がしげり家タのオレンジ色の屋根

と白壁がみごとな対象をだしている.言葉もイタリア

語だ･マジョレ湖畔には別荘が並び湖上にぼ自ヅト

ボｰトが浮んでのどかた夏景色である.つよい員ざし

の中をベルザスカ谷へ向かう.ベノレザスカダム付近で

典型的肢ナップ構造を川ごしに遠望する.垂直の構造

を持った根の部分カミ次第に水平な中央部と移り変わって

行く様がよく見られた.ラベノレテツツォでは川床で準

片麻岩とベルザスカ五片麻石の接触部を見学(写真g,

10)いちじるしく橘曲した岩石がアルプス造山作用の

はげしさを語ってくれる.ブリオｰネではベルザスカ

片麻岩の石切場を訪れた(写真1ユ).今から10年程前ベ

ルン大学のJ地醜教授がここの岩石約1トンから黒雲

撮と白雲母を分離して年代測定用標準試料Bem4B4M

として世界の年代測定研究室に配布した.そんた訳で

年代測定研究者にとってここは大変由緒ある場所である.

年代測定を行なう際には分析の精度を高めまた研究室

間の誤差を少たくするために標準試料がぜひとも必要

であるがJ五G皿R女史は早くからその重要性を認めて計画

を立て試料調製の大役を果たした.

岩石は両雲母の欠きたフレｰクカ茎多数含まれるきれい

た岩石で多量の鉱物を取り出すにはまことに都合のよ

い岩石である.鉱物年代は4BのK-ArRb-S工

年代が16㎜.y.4MのK-Ar年代が18皿､y.と報告

されている.

写真⑪ベルザスカ片麻岩の石切揚(ブリオｰネ)年代測定用

標準試料Be1口4B4Mはこの岩石から分離した雲母

である

このあと近くの教会の中庭で昼食をしたがその時水

がわりに飲んだぶどう酒にほろよい気分となり午後はね

むげをはらいながらの見学旅行とたった.再ぴロカル

ノにもどりそこからマジョレ湖畔を南下間もなくイ

タリア国境だ.手続の間バスを下りて湖岸のそよ風に

ふかれる.ここからはるかに望むロカノレノの街だみも

すば多しい･地質構造ではすでにロカノレノあたりから

南アノレプス区に入っているカミこれよりバベノまで露頭

観察俸たくマジョレ湖畔の長いバスの旅が続く.1'ぶ

どう酒のおかげで居眠りをする入が目立つ.

イミベノてば遊覧船に乗っ七マジョレ湖見物に出かけた.

案内者がどこかで手に入れて来たキアンテノと呼ばれる

イタリア産ぶどう酒を皆にわけ湖上で'ささやかたパｰ

ティとあいなった.マジョレ湖はイタリア第二の夫き

写真⑫ブリオ｣ネの教会この付近の建物の屋根は地元産のペルザス

カ片麻岩で出来ている�
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写真⑬マジョレ湖酔からスイスアルプスの遠望(ロカルノの南)

さの湖でその美しさはイタリア第一といわれる.氷河

によって出来た湖で非常に深い.北イタリアの工業地

帯にも近く湖岸には小ぎれいた別荘が建ち並んでいるが

私有地がほとんどで公共の施設は少たいようだ.名

指揮者トスカニｰべがかつて住んでいた別荘とかここ

は有名人のいこいの場所でもあろう.特に湖中の島に

建つイソラ･デラ(美しい島の意)はミラノ大司教の

別荘でみごとにかざられた宮殿はカソリック教の地位

の高さを思わせる.とにかく湖上での二時間はこの

巡検中最もくつろいだひとときであった.

第5目バベノｰシンプロン

バベノという名前は地質屋ならかたらず一度は耳にし

たことカミあるはずと思う.ここバベノはバベノ式双晶

(第8図)を持ったカリ長石の産地である.今日最初

の見学地はこの長石を含むバベノ花開岩の石切場だ(写

真15).バベノ花開岩は赤味をおびたきれいた中粒花闇

岩でミラノの大寺院などイタリアの有名た建築物に使

用されておりここらあたりの石切場の歴史は非常に古

第8図

長石0)バベノ式双晶

い.この花商岩は黒雲母のK-Ar年代が269狐.y-

U-Pb法でも約270m.y.の年代が得られておりヘ

ノレシニア時代の貫入によるものである.

ところで南アノレプス区はペニン帯の南にイシスブリッ

ク断層をへだてて広がる地域で先アルプスの地層結

晶質岩石からたりアノレプス造山作用により変形はした

が変成作用は受け次かったことがはっきりしている.

マジョレ湖地方では次の四つに区分される(第9図).

1)イブレアｰベルバノ帯

2)ストロナｰチェネリ帯

3)バル･コラ帯(東部)

4)ヘルシニア貫入岩類(バベノモンテ'才ルファノ等)

このうちイブレァｰベルバノ帯は塩基性超塩基性岩

石とグラニュライト相の酸性岩が入りまじった特徴的

た地帯で特にその超塩基性岩カミマントルに由来するの

ではないかということで大規模た地球物理学的研究が

行たわれた.結局この地帯は地殻下部とマントノレ上部

との漸移帯であろうと考えられている｡たお以前はこ

のイブレァ帯はアルプス造山作用に関係した“根"の部

写真⑭マジョレ湖中に浮ぶ小島とトスカニｰニの館

写真⑮バベノ花開岩の石切場カリ長石がバベノ式

双晶をもつことで有名�
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中部アルプス茜部の

地質構造図(H㎝zrker編)
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と考えられたこともあったが(Staub)年代測定の結果

ヘノレシニア時代であることから南アノレプス区に属する

ことがはっきりした.

一行はアンジラにてイブレァｰベルバノ帯のはんれい

岩ストロナライト(stronalite)を見学後者は片麻岩

にはんれい岩が貫入した部分にみられる接触変成岩のこ

とをいう.このストロナライトにつきRb-Sr全岩法

で原岩の生成年代の最少値として980皿.y.変成年代

として310皿.y.が求められている(第10図).黒雲母

の年代は約180m･y.でこれは上昇冷却の年代と考え

られている..一方ジルコンのU-Pb年代もやはり約

300㎜.y.の変成年代を暗示している(第11図).

ここからしばらく北に進むと再びイシスブリック線を

こえてペニン帯に入る.モンテロｰザ･ナップの“根"

部の片麻岩をベウラクロッホの二ヵ所で見学する.

これらの岩石中の白雲母は27～28皿･y･黒雲母は19～

20㎜.y･というRb-Sエ年代を示しその差カミ約8皿.y1
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第11図ストロナライトのジルコン年代(Koppe1&Grunenfe1aer)
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とたっている.これはすでにのべたように冷却温度が

両者で違う(約500℃と300℃)ために起るものでこ

のことからこの地域の上昇速度が計算された.またこ

の付近では片麻岩を切るペグマタイトが多数ありその

中の粗粒の白雲母で210m.y.というRb-Sr年代が

求串られている｡これはこの地域がアノレプス変成作

用のうちでも変成度の高い所でありたがら条件さえよけ

れば先アルプスの鉱物がアノレプス変成作用の影響を受

けたいで古い年代を示す場合もある一例として重要であ

る.更にJ地ER等はこのペグマタイトの白雲母のう

ち中粒のもρは109m.y.であったがこれを粉砕して

外側の細粒の部分を除いて再び測定してみたら198皿.y.

という値を示したことから古い白雲母の年代を変える

ことたし新しい白雲母カ溜りに生ずることがあるとい

う興味ある事実を発見した.

山間の町ドモトソラでしばらく休けいしたあとアン

チコリオ谷へ入ってクロトの石切場でアルプスにおける

構造的最深部の岩石を見学する.ベランピオ片麻岩と

呼ばれるものでその上にバチェノ片岩が接している様

子が観察された(写真17).ベランピオ片麻岩の白雲母

の年代は15皿.y.とアノレプスで求められた白雲母の

Rb-Sr年代中最も若い.黒雲母のRb-Sr年代は

13.4㎜･y･で白雲母との差は1.6m･y･と前述した地域

の差8m･y･に比べてずっと少たい.このことはこ

の地域の上昇冷却がより急激であったことを物語って

いる.ジノレコンのU-Th-Pb年代は約300m･y.を

示しジノレコン生成年代と推定されるがアルプス変成

を受けて鉛を失っている.

いよいよシンプロン街道にさしかかる.イゼレでは

右手にシンプロントンネノレの入口が見られたシンプ

1コントンネノレはアルプスを貫く世界最長の鉄道トンネル

で1906年に開通その長さは19,803mその後1921年

に平行して19,823mの第2トンネノレが開通してこれカミ

現在最長のトンネルである.ここからスイス領ブリｰ

クまで15分で抜けてしまうカミシンフロン道路の方は途

中2,0051nのシンプロン峠を越して延々46kn1の旅で

ある.シンプロン道路はナポレオンの命を受けて1800

年から!805年までのわずか5年という当時としては驚

異的た短期間に建設された道路だ.イゼレを過ぎると

再びスイス国境(写真18)今度はトラフノレもなく通過

関所近くの石切場でアンチコリオ片麻岩をみる.ここ

から眺めるゴンド峡谷はすばらしい.夕方で谷間はす

でにうす暗く山の頂きには夕日が輝いている.谷間を

吹き抜ける風はアルプスの冷気を乗せて夏というのには

だ寒い.

この谷間はちょうどシンプロンｰチエントバリ断層が

走っていてこの断層を境に変成度が違い北東側は負

閃岩相南西側は緑色片岩相にわかれる.また年代測

定結果もこの断層を境にして黒雲母のRb-Sr年代が

違い北東側ではすべて約11m･y･南西側では断層か

らはたれるに従い4kmにわたって15→22m･y･と変化

する(Hun･i良erとBea工th).この事実は両者が異

たった時期に上昇冷却した事を示し北東側の方がよ

り後に上昇したと考えられる.

バスはやカミて急な登りにかかる.左手にフレッチホ

ｰン(39961n)から流れ出た氷河が谷間に見えてくる･

写真⑯ドモトソラ市街とシンプロンの山抵み

写真⑰ベランピオ片麻岩(下の白い部分)アルプスにおけ

る構造的最深部の岩石上方にバチェノ片岩添乗って

いる(ク1･!ド)�



一54一･

雪もかなり多い.峠近くのエンキロッホではモンテレ

オｰネ片麻岩見学のためバスを下りたが強い風と寒さ

のため見学もそこそこにバスにもどる.その中でソ連

のA砒NAss'Y蛆教授が吹きすさぶ風の中で最後まで熱

心に質問をしたのが印象的であった.

ところでシンプロン地区の変成岩は構造的には最深部

のものではないがその黒雲母は1ユ～ユ2m小と中部ア

ルプス中最も若い年代を示す.このことからシンプロ

ン地区は最後に上昇冷却したものと考えられ地殻熱

流量のデｰタからもこの事実がうらずけられた.すた

わちシンプ回ントンネル内で2.42±α16μca1/c㎜2.s

とペニン帯中で最高であった(C1arkとNib1e砒).

急た坂を登りつめると平坦地へ出て間もなく巡検最後

の宿泊地シンプロン宿房にたどりついた.あたりには

すっかり夕闇がせまり雪におおわれた山の峰を最後の

夕日があかねにそめてただよう冷気とともにまさに幻

想的な一時であった.アノレプスの救助犬として名高い

セントバｰナｰド犬のたき声のみが妙にかん高くあた

りの山にこだましていた.

シンプロン宿房は石造りの古めかしい建物だ.これ

はナポレオンが道路建設の際に宿房を手がけナポレオン

没落後放置されていたのをとある高僧が完成し現在

もその人によって維持されているものである.建物内

はいかにも宿房といった感じのかざり気の全くたい山小

屋であった.夕食事にはお互いに旅の労をねぎらって

何度も乾杯カミ続けられた.

昔

��　

��

.70伯

拙妙

Rb冊

1015Sr脆

第12図モンテレオｰネナップのカンタｰ片麻岩のRb-Sr

全若年代(Jager等)

タｰ片麻岩アイステン片麻岩およびB廿ndnerschiefer

をみる.B直ndnersch三eferとはペニン･ナップ中の地

向斜性堆積物のことでアノレプス変成作用を受けて片岩

に狂っている･ペニン地区でもこの付近に特によく発

達している.

カンタｰ片麻岩のRb-Sr年代は全岩で380㎜.y.

(第12図)フェンシャイト21㎜･y･黒雲母12肌.y.また

アイステン片麻岩は全岩239皿.y.フェンシャイト15

～18㎜･y･黒雲母6㎜･y･で特に黒雲母の年代の小さい

のが目立つ.これはSr含量の高い跳ndnerschiefer

から来た87Sr/86Sr比の高いSrのために見かけ上年代

が若くなったもので本来はカンタｰ片麻岩と同じよう

な年代にたるべきものであろう.

第6目シンプロンｰグリムゼル峠一チュｰリッヒ

ｰ'南こそ降っ下はいないが暗雲がたれこめて視界が悪い.

毛抑でも峠を下りかかった頃中央山塊の壮大な山脈が

すっかり雪におおわれて雲南に見えかくれしていた.

アイステンではモンテレオｰネ･ナップの先端部のガン

さてこれで3日間にわたって見学してきた複雑たペニ

ン･ナップ灘ともお別れでバス.は急な下りをブリｰク

ヘ向かう.ブリｰクはシンプロン道路の北の入口で

ロｰヌ川にそう谷間にある.山すそにシンプロントン

ネルの北の入口がぽっかり口をあげているのが望まれた.

写真⑬スイスｰイタリア国境(シンプロン道路)スイスというのは写真⑲

フランス語でドイツ語ではSchweizシュワイツという

ジンプ回ンの山々モンテロｰザ･ナップ(シンプロン横房前)�
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ブリｰクを過ぎたあたりから地質的には中央山塊に入

る.ロｰヌ川を境に左手に中央山塊最大のアｰル山塊

右手にゴタノレト山塊の山脈が続く.メレルでは両山塊

を分けるウルゼレン帯の千枚岩を見学(写真20)この

千枚岩には数m㎜に達する黒雲母のホｰフィロブラスト

が含まれていて変わった岩石だ.アルプス変成によっ

て生じたもので黒雲母のRb…Sr年代は12皿一y･こ

れも冷却年代といえよう.

ロｰヌの谷はかたり幅が広くよく手入れがされて

きれいな牧場となっている.首に鈴をつけた牛の灘が

あちこちに見られやはりまっ赤な花を軒先にかざった

農家が点々とちらばっている.谷が段々とせばまり前

方に大きな山腹が現われたあたりからバスはグリムゼ

ノレ峠へ向かうものすごい坂道にかかる.グレッチに

てアｰル山塊のミグマタイトを見学した.

アｰル山塊はスイスアルプス最大の山塊(Massi{)で

ある.アノレプスでM･SSifというのは造山作用の際ほ

とんど移動しなかった地殻部のことをいう.アｰノレ山

塊は古い基盤(片麻岩角閃岩ミグマタイト)と石

炭紀末(ヘノレシニア時代)に貫入した数個の花駒岩体

(ガステルンミッダｰクブルｰ中央アｰルインタ

ｰキルベン花開岩グリムゼノレ花嗣閃緑岩)からたり

前者はヘノレシニア変成作用を受けた.アノレプス造山作

用の時代にはアｰル山塊は弱い変成を受けたが変成

度はNWからSEに向かってステイノレプノメレｰン帯

からクロリトイド帯に上る.

写真⑳中央山塊巾のウルゼレン椛千枚岩黒雲母の大きなホ

ｰフイロブラストが含まれている(メレル)

真をとりあってたかたか終わら肢い.はるか下の谷間

を牛の一群が鈴をならしながら牧童に追われて上って行

くのが望まれる.そのからんからんという音が谷間に

こだまして本当にのどかなアルプス風景だ.時折音楽

的た警笛を鳴らして黄色い郵便バスが通りすぎて行く･

ここから最後の九十九折りの登りだ.バスはあえぎあ

えぎ上り今通って来た道が真下に見える(写真22).上

りつめた所で突然雄大たロｰヌ氷河が姿を現した(写真

23).しかしこれもほんのつかの間山のかげに見え

たくな放ってしまった.雪のちらつくグリムゼル峠

(2,165n1)を過ぎ少し下った所にグリムゼノレ湖カミあり

湖のほとりに立つグリムゼノレ宿房で午後の休みをとる.

ここではグリムゼル花鶴閃緑岩を見学した.この付近

の岩石には氷河作用のあとが著しくみがいたようにき

ここの露頭で一行は記念写真をとる.入れかわり写

写真⑳記念撮影露頭はアｰル山塊のミグマタイト(グリム

ゼル峠近く)

写真⑳グリムゼル峠へ向うつづら折の坂道�
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第13図中央アｰル花筒渚のRb-Sr全若年代(Wuthfich)

れいな表面と深いさっこんが生々ましい.

とうとう本降りとなった雨の中を出発中央アｰノレ花

開岩を雨にぬれたがら見学した.これはアｰル山塊中

最大の花崩岩体で黒雲母のRb-Sr年代は19m･y･白

雲母は23m.y.であり全岩では277m.y.である.

ジルコンのU-Pb年代も約300㎜､y｡でヘルシニア時

代を示す.グダンネンでは中央アｰル花闇岩の縁辺相

であるミックｰクフルｰ花庸岩をみる.年代は黒雲母

で73～78㎜.y.と古いがこれは原岩生成年代とアルプ

ス変成年代の中間値であろう.全岩では本体と共に

277m･y･の全岩アイソクロン年代を示す(第13図).従

ってアルプス変成時にはS工同位体について全体として

は閉じた系であったと推定される.このあと近くの鉱

物販売店を見学した.中央山塊の中でもここノ'スリ谷

地方は古くから水晶の産地として有名で現在でもそれを

商売にしている人達が何人もいるそうだ.水晶採取者

のことを“Strah1er"(水晶の意)と呼んでいる.陳列

館を見せてもらったが大小さまざまの水晶が部屋一は

いにかざられ氷長石方解石螢石緑簾石等の欠き

た結晶も並べられみごとたものであった.

さて最後は降りしきる雨の中でインタｰキノレヘン花筒

岩の見学であった.ある人はかさをさしある人はず

ぶぬれになりたがら熱心に説明に聞きいっていたがこ

れで露頭観察は終りと案内者がつげると一同の顔にほ

っとした気持とともに名残おしさがうかがわれた.そ

れからバスは採取した岩石で幾分重くたった荷と共に雨

にけむるアノレプスの谷をいくつもこえ名高い観光都市

ルツェノレンも素通りして一一路チュｰリッヒヘと急いだ.

ふり返ってみるに世界最大の観光地の一つであるス

イスアノレプスを舞台に地質年代というテｰマにもとづ

きすばらしい自然をもたらした地質学的歴史をさぐっ

てみようという目的で行なわれたこの巡検は国際地質

年代学会議にまさにふさわしいものであった.巡検中

特に感心したことはアルプスの地質年代研究のきめの

細かさであった.単に年代をきめるということだけで

たく得られた結果を駆使して上昇の順序速度を計

算したり断層の落差を推定する等興味ある問題にま

で発展させている.アルプスの場合は年代測定のため

の好条件がそろっているとはいえ色々教えられるとこ

ろが多かった.他方この巡検はコｰスの選定見学

地宿泊地導の準備や時おり入る息抜きにいたるまで

綿密に計画されたもので計画者案内者の苦労がしの

ばれた.それとともにスイスという国が世界の人々に

愛される理由が単に自然の美しさだけによるものではな善

いと感じた次第である.(筆者は地球化学課)

写真⑱

口白ヌ列く沖工�


